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1主 題設定の理由

美術 は感性 を育て る造形教科であ る。そのための必要 な能力 として、既成 のイ メー ジに と ら

わ れない、柔軟で 自由 な発想力の育成 が重要 な ものの一っ となる。

美術 の授業 にお いて 自由 な発想力 を育て るたあには、で きあが った作品 で評価 をす るの で は

な く、制作活動 の過程 を重視 し、その中で も特 にイメー ジをた くさん 出させ るたあの授 業 の設

定が必要 であ る。

そ こで本研究 において は、『生徒の 自ら表現する意欲 や、多様 な表現 を引 き出す授業 の工夫 』

に主題 を設定 し、次 の三 っの研究 テーマか ら研究を進 あることに した。

研 究 テーマー1「 ワーク シー トを活用 し、イ メー ジや発想を伸ばす指 導の工夫」

研 究テー マー2「 生徒 のコ ミュニケーシ ョンを活発にする鑑 賞授業 の工夫」

研究 テー マー3「 自己評価 カー ドを使 った励 ま しの指導 の工夫」

H研 究の構造

授業の導入
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1研 究 テーマ設定の理 由

美術 に対 して苦手意識 を もつ生徒 は、表現意欲 はあ って も発想 や構想 の段階 でっまつ い た

状態が続 く傾向 が強 く、問題解決への糸 口をっかめずに悩 んでいる ことが多 い。理 由 と して

は、固定概念か ら抜 け出せず、完成 までの具体 的なイメー ジをっか めない ことや、完 成 まで

の計画 が立て られない ことなどが挙 げ られ る。そ こで、生徒 の発想の過程 に焦点をおいた ワー

ク シー トを活用す る ことによ って、 イメージや発想 を豊か に し表現す る意欲 を高 めて い くこ

とがで きると考 えた。

2研 究 の 仮 説

従 来 の ワー ク シー トは、 一 枚 の 用 紙 の 中 で完 結 して しま うタ イ プの もの が多 く、多 様 な 表

現 と相 反 す る方 向 に 向か う可 能 性 が 大 きか った 。 そ こで生 徒 の発 想 段 階 の過 程 に い くっ か の

作 業 領 域 に分 け た ワ ー ク シー トを 活 用 す る こ とで 、生 徒 一 人 一 人 か ら多様 な表 現 を 引 き出 し、

作 品 の 質 を 高 めて い く こ とが で き る と考 え た 。 この ワー ク シー トを 活 用 す る こ とで 、以 下 の

よ うな効 果 が 上 が る と考 え られ る。

(1)ア イ デ アが 思 いっ か ず に悩 ん で い る生 徒 に 、発 想 の手 がか りを 与 え る こ とが で き る。

(2)有 効 な教 師 の発 問 を あ らか じめ準 備 で きる 。

(3)授 業 のね らいや 流 れ をっ か む こ とが で き、作 品 完 成 ま で の計 画 を 立 て やす い 。

(4)固 定 観 念 か ら抜 け 出せ ず に い る生 徒 で も、 ア イ デ ア の深 ま りを 期 待 で きる。

⑤ 思 考 の ル ー ト付 け が で き、 つ まつ いた と ころ で戻 り発 想 の手 順 を 確認 す る ことがで きる。

⑥ シー トの中 に 自 己評 価 ・感 想 と教 師 との連 絡 欄 を設 け る ことで 、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを

大 切 に し、 個 々 の課 題 ごと に細 か い ア ドバ イ ス が で き る。

3仮 説 検 証 の 方 法

上 記 の仮 説 を 検 証 す る方 法 と して 、以 下 の3っ の観 点 で 検 証 す る。

(1)ワ ー ク シー トを 使 用 した場 合 の効 果 を、 生 徒 ア ンケ ー トの 自己評 価 か ら数 値 化 す る。

② ア イ デ ア ス ケ ッチ の数 の 変 化 を比 較 す る 。

(3)ア イ デ ァ ス ケ ッチか ら完成 に 至 るま で の過 程 か ら、 作 品 の 質 的 な 変 容 を 見 て と る 。

一2一



授 業 研 究 一(1)「 見 る こ とば を っ くろ う ～マ ー ク ・シ ンボ ル ～」

(1>指 導 の ね らい

■ 形 と色 で 相 手 に もの ごと を伝 達 す る ビ ジュ アル コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを題 材 に 、 発 想 す る

こ との 楽 しさ と伝 達 に適 した形 や 色 の 造形 を追 求 させ る。

■ ワ ー ク シ ー トを 使 用 す る こと に よ って 、 多様 な 発想 と意 欲 を 引 き出す 。

① 発 想 を 引 き出 す プ ロ ロ ー グ と して の シ ー ト わ くわ くプ ロ ロー グ

② 発 想 を 引 き出 す た め の 資 料(づ くり)と して の シー ト わ くわ くス ク ラ ップ

③ 発想 を導 き出すための シー ト

④ 発想 を定着 させ るための シー ト

⑤ 発想を支援 するための シー ト

わ くわ く シー ト

わ くわ くゴ ー ル

わ くわ く資 料 ・ トレー ニ ング カ ー ド

② 展 開例

① ワーク シー トの利用 の仕方

■ 全部 の枠を埋 めた り、段階 を追 わせず、個 に応 じた利用をす る。

■ 必要 に応 じて生徒 や教 師が ワーク シー トを選択 した り提 示 した りす る。

■ 発想を引 き出すわ くわ くシー トと、形や色の しくみを学 習す るための発想 を支援 す る

シー トと切 り離 して考え、利用す る。(注1)

■ 活動 す る場面を重要視 し、個人 の活動 とグル ープ活動 に も利 用す る。

② 学習 の流れ(ワ ーク シー トの利用 と流れ)全10時 間の計画

i

*国ー

ー国ー

1説 明 ・鑑劃

l

i資 料収剰
i(グ ループ活動)

ワークシー トを利肌 た資料のまとめ わ くわ くスクラ・プ1

(個 別 活 動)
i
i

窪一 一11
1

1
1

ワー クシー トによる発想 の展開(形 ・色)わ くわ くシー ト2

ク シー トは生徒 によ り

か ら始 めて もよい。 (個別 ・グループ活動)

発想を高めるための活動(注1)

【

ll
i

ワー クシー トによる トレーニ ング

発想か らデザイ ンへ
iト レーニ ングか ド

i
l

ワー クシー トによる鑑 賞 自他のわ くわ くシー ト1

の鑑賞 」

医 問に応 じた資料の提示 わくわく資劃

1
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画

囮

ワーク シー トによる下 図の完成

イ ラス トボー ドに下絵を写す

作品 カー ド 自己評価 カー ド

作品展示と制作過程の発表 鑑賞

(3)成 果 と今 後 の 課 題

① 発 想 の 段 階 で 多 くの発 想 と表 現 を 引 き出 せ た。

② 発 想 の 得 意 な生 徒 に と って は ワ ー ク シー トが合 わ な い こ と もあ る。

③ ワ ー ク シー トの 大 きさが 合 わ な い生 徒 が い る。

④ 今 回 の マ ー クの 指 導 で は ポ ス タ ー制 作 に もつ な げ る こ とが で きた 。

⑤ 生 徒 の 自主 的 な 活 動 を促 す こ とが で きた 。
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授 業研究 一② 「パ ソコンを利用 して創作文字をつ くる」

(1)指 導 の ね らい

① ワ ー ク シ ー トを 使 うこ と に よ り、 一 っ の アイ デ ア か らイ メ ー ジをふ く らま せ 、 ア イ デ ア

を深 く掘 り下 げて い け る よ うな発 想 の しか た を学 ぶ 。

② ワー ク シ ー トを 使 うこ と に よ り、 アイ デ ァ が思 い浮 か ばず に悩 ん で い る生 徒 や ア イ デ ア

が行 き詰 ま っ た生 徒 に発 想 の き っか けや方 法 を教 え、 適 切 な ア ドバ イ スを 与 え る。

③ パ ソ コ ンを 利 用 して パ ソ コ ン上 で様 々 な加 工 を し、 さ らに ア イ デ アの 発 展 を め ざ す 。

② 展 開 例 題 材 季 節 を表 す ことば を 文字 とイ ラス トを組 み 合 わせ て 表 す 。

授 業 の流 れ(総 時 間数10時 間)

縁藝 憂・ 題 材 にっ いての説明 教科書 ・参考作 品

■ ワ ー ク シー トの 使 用 方 法 や意 義 に っ い て の説 明 ワ ー ク シ ー ト

・授 業 の 流 れ

■ 身近 な創 作文 字 を新 聞 ・雑誌 ・広 告 か ら集 あ さ

せその役割 にっ いて考 え、発表(資 料収集) 教材提示装置で発表

■

■

■

■

■

秋 と冬 の そ れ ぞ れ の テ ー マ に っ い て 、 関 連 す る

もの や こ とば を考 え させ る。

こ とば を連 想 す る絵 を ラ フに ス ケ ッチす る。 咽 ワ ー ク シ ー ト

・発 想 の ヒ ン ト

・ 自 己 評 価

・ ア ドバ イ ス

何 を伝 え た いかを考 え 、ふ さわ しい形 、 色 を考

える。効果的 に伝達す るたあの工夫を させ る。

こ とば と絵 を組 み合 わせ な が ら ことば の意 味 を

わか りやす くす るための工夫をす る。

ア イ デ ア ス ケ ッチを た くさん 描 か せ る。

■ 一 っ の ア イ デ ア ス ケ ッチ を 選 び、 ス キ ャナ で パ

ソ コ ンに取 り込 み 、 パ ソ コ ン上 で加 工 す る。 ま

た は直接 パ ソ コ ン上 で描 き、加 工 す る。

■ プ リン タで 印刷 す る。

パ ソコン ・アプ リケー

シ ョ ンの使 用方 法

薫きとめ ■ 作品 を鑑賞 し、感想 を話 し合 う。

ワ ー ク シ ー ト

・ 自 己 評 価
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騨横 ■
・テ ー マ にふ さ わ しい創 作 文字 を っ くる こ とが で きた か 。

・形 や色 を工 夫 して 発 展性 の あ る作 品 に仕 上 げ る こ と が で きた か 。

鑑3 惹
の

鍵
,

…

(3)成 果 と課題

情報 があふれて いる時代 に生 きる中学生 だが、視覚で入 って くる情報を 自分の中で消化 し、

そ こか ら新鮮 味のあ る独 創的な作品 を創造す ることは案外不得手 であ る。 ワー ク シー トを使

用す ることで全体 と して はアイデアの進展 がみ られ たが、意外 に も発想 の前段 階 にお け る言

語力 ・語彙力 の部分 で行 き詰 ま った生徒 が多か った。 しか し、パ ソコンを有効活 用す る こと

でスケ ッチに様 々な変化 が生 まれ、今 までは考え ることはで きて も技術的 に困難 だ った こと

がデ ィスプ レイ上 で実現 で き、パ ソコン上 でアイデ アを発展 させ ることがで きた。
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授業 研究 一(3) 「気 分は トニ ー ・ク ラ ッグ」

一現代美術の手法 を通 して
、廃材 に新 しい命を吹 き込 も う一

(1>指 導 の ね ら い

①

②

③

④

⑤

現 代 美 術 に親 しみ 、 表現 の 多様 性 を理 解 させ る。

小 グル ー プ で 資料 を 収集 させ る こ とで 、主 体 的 に授 業 に参 加 す る意 欲 を育 て る。

ワー ク シー トを十 分 に活 用 させ る こ とで 、発 想 力 を高 め る。

コ ンセ プ チ ュ アル 。ア ー トの手 法 を取 り入 れ、 作 品 に新 しい価 値 を見 い だ さ せ る。

小 グ ル ー プ で作 品 を プ レゼ ンテ ー シ ョ ンさせ 、 友 達 や 自分 の 作 品 のよ さを見 っ け させ る。

(21展 開例(全9時 間:展 開1の 発想部分 を重視)○ …時間 目 ◆…教 師の評価 の視点

▼ 生徒の学習 の流れ

導 入

展 開1

〔発 想 〕

展開2

〔制作 〕

1① 説 明 ・ビデ オ鑑 賞 ・小 グループ決 め/プ ・・一 グ ・シー ト

1↓ 小グループの轍 員 ごとに資糊 又集 ◆表現の多様性を購 できたか

i②i小 グループで資料交換/ス ク ・・プ ・シー ト}

1◆ 小 グループで協力 して数多 くスク・ ・プで きたか

③

1

一1ス ク ラ・プ ・シー トで好 きな作品の イ・一 ジを鰯1

戻

る

こ

と

も

可

能

コ

ミ

ユ

ニ

ケ

i

シ

ヨ

ン

●

シ

f

ト

に

制

作

記

録

iイ ・一 ジしりとりによる発想(全 員凶 多)/・ レー二・グ・シート

必
要

徳
じ
z

択
す
る

◆ イメージ しりとりの方法 が理解 で きたか

ヨ 色の イ・一ジか らの発想/ト レー二・グ・シー・ト

1形 のイ ・一 ジか らの発想/ト レー二・グ・シート

H印 象 的な出来勃 らの発想/・ レー二・グ・シー・ト

◆必要な作業領域を選択 し発想力が高まったか

陣 己評価 や質問 などを記入/・ ミ・ニケーシ・ン・シート

1・ ミ・ニケーシ・ン・シー トの回収

次時 の予告 ・後片付 け1

1④ 障 想 イ・一 ジ ・シー トによる構想 の完成/構 想イ・一ジ ・シー ト

i備 想イ・一ジ・シー トに発想礁 約できたか

⑤

⑥

⑦

制作1

制作2

材料 の加工 や着色

構想イメージ・シー ト

制作3 組立 と展示準備など を もとに制作
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まとめ

一
◆新 しい概念を与えることができたか:美 しさ(品 位)を 保 っているか

0 各 グループ ごとにプ レゼ ンテーシ ョン

作品 展示 ・鑑賞 ・ま とめ

コ ミュニ ケ ー シ ョ ン ・シー ト

◆協力 して発表できたか:友 達の作品のよさにも気付けたか

ワ ク ワ ク ・シー ト例(6種 で1組 内4種)

プaロ ー グ ・シ ー ト ス ク ラ ッ プ ・ シ ー ト
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(3)成 果 と課 題

小 グ ル ー プで 資 料 を ス ク ラ ヅプ させ た こ とな ど、主 体 的 に楽 し く授 業 に参 加 す る意 欲 を 高

め る の に十 分 で あ っ た 。 ま た、 ア イ デ アが す ん な り浮 か ば ない生徒 の うち41%が 、 ワー ク シー

トを 使 用 した こと で 、発 想 が 浮 か ぶ よ うに な った と回答 して い る。楽 しか った 、 や る気 が 出

て き た と答 え た生 徒 は、共 に全 体 の80%を 越 え る結 果 とな った 。今 後 の課 題 は、 ワ ー ク シー

トの発展 性 や汎 用性 を探 る こと と、使 用 して も発想 が浮 かば な い生 徒へ の個 別指 導 で あ る。
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授業研究 一(4)「 点描 による想像画」

(1)指 導 の ね ら い

独 創 的 な発 想 と い って も無 か ら突 然 に あ るイ メ ー ジが 出 て くるわ けで は な い。 過 去 の 経 験

を もと に発 展 さ せ て い くこ とが ほ とん ど で あ る。 特 に成 長過 程 に あ る中学 生 に と っ て は 、 あ

る感 動(刺 激)を 受 け、 そ こが 出発 点 とな り、 表 現 す る こ とが造 形 活動 の基 本 と な る。

今 回 は生 徒 の個 性 を刺 激 を し、個 々 の もっ イ メ ー ジが 豊 か にな る よ うな授 業 を 目指 した い。

そ こで 、 次 の ね らい の も とに 、授 業 研 究 を行 うこ と に した 。

① ワ ー ク シー トを使 い、 発 想 ・構 想 の手 が か りとな る よ うに す る。1

② 生 徒 も教師 も技術面 に とらわれず に発想段階に集中で きるよ うに、教材 は単純かっ 仕上i

が りに満足 で きる点描画 とす る。1

③ 想 像 画 と い って も全 く自 由 にす る と、 か え って範 囲 が広 が り過 ぎて 、 自分 の 中 で しぼ りi

込 むの に苦労す る場合 があ る。 よ って課題を狭め、あ る程度 限定 した課題 を設定す る こ と

と したQ

② 展開例

導 入

2時 間

授業の流れ

・想 像 画 ・点 描 画 に

つ い て 説 明 す る。

・ビデオ ・参考 作 品

を鑑 賞 す る。

・資 料 を探 す 。

指 導 上 の 留 意 点

・心 の中 の イ メー ジを描 くとは ど うい う こ とか 考 え させ

る。

・感 動 や 刺 激 を 自分 な りに受 け止 め表 現 す る。

・点 描 画 にっ い て技 法 と表 現 効 果 を説 明す る。

・ピカ ソに よ るゲ ル ニ カ の ビデ オ を見 せ 、 作家 の 内 面 と

作 品 が 出来 上 が るま で を 自分 な りに考 え させ る。

・他 の作 品(シ ャガ ー ル ・ ミ亡 ・マ グ リッ ト・ダ リな ど)

を鑑 賞 し想 像 画 へ の興 味 ・関 心 を 高 め る 。

・点 描 に よ る作 品 ・モ ノ トー ンの 作 品 を 見 せ 、 表 現 す る

意 欲 を 高 め る。

・自分 が 感動 した本 、 イ メー ジに ちか い写 真 な ど の資 料

を集 め る。
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展 開

6時 間

・ワ ー ク シ ー トを 使 っ

た 発 想 ・構 想

甥

押

..

霧
護

・アイ デ ア ス ケ ッチ

を す る

・下 絵 を 書 く

・制 作

・発 想 の手 掛 か り、 き っか け とす る。

・自 らの発想 を膨 ま せ た り、 しぼ り込 ん だ り、 ね らいを

明 確 にす る。

・発 想 の段 階 に応 じて個 別 指 導 し、 ワー ク シー トを 見 な

が ら助 言 して い く。

醐 伽 帰醐鞠 漁藤'

 

じ 灘
,;

繍灘

まとめ ・自己評 価 ・ク ラス

鑑 賞

*イ メ ー ジが わ いて い る生 徒 は ワー ク シー トを使 わ ず 先

へ 進 ませ る。後 で 発想 の道 筋 を た ど る。

・ク ロ ッキ ー帳 に ラ フ スケ ッチ を す る。(何 枚 か描 く)

・何 枚 か の ラフ ス ケ ッチの 中 か ら選 び 、 主 題 を お さ え 、

点 描 の効 果 を考 え なが ら描 く。

・モ ノ トー ンの点 描 の た め鉛 筆 で 陰影 を っ け る。

・B5サ イ ズ の画 用 紙 に下絵 を もと に鉛筆 で 当 た りを っ

け、 サ イ ンペ ンで 点 描 す る。

(生 徒 の希 望 に よ って は画 用紙 に色 を うす くつ け る)

・全体 の バ ラ ンス を見 な が ら制 作 を 進 め る。

・黒 色 の 台紙 を っ け て完 成 。

・自分のね らい ・意識 した所 ・感想 などを書 く。

・他の生徒の作品 を鑑賞 し、感想 を話 し合 う。

(発 想 に重点をお いた意 見をすいあげ るよ うにす る)

(3)成 果 と課 題

発 想 が 出 に くい生 徒 に は ワ ー ク シー トに よ りイ メ ー ジを 整理 し、 ね ら いが しぼ り込 み や す

くな った 。最 初 か ら発 想 イ メー ジを も って い た生 徒 に は必 要 な い部 分 もあ った が 、 ひ とっ の

取 っか か り とな っ た。 点描 と い う制 作 の積 み重 ね に よ り表 現 も深 ま り、 仕上 が り も密 度 の あ

る もの にな り、 生 徒 の中 に満 足 感 が残 った 。
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授 業研究 一(5)「 粘土 による共 同制作 一物語 の一場面 をつ くる」

(1)指 導 の ね らい

① ワー ク シ ー トを 使 うこ と に よ りイ メ ー ジ した こ とを計 画 的 に作 品 に生 か す こ とが で き る

よ うに す る。

② 素 材 の もっ 特性 を理 解 し、立 体 的 に表 現 させ るよ うにす る。

③ ワー ク シ ー トを 使 うこ と によ り、制 作 の過 程 を記 録 させ 完 成 した と きの 充 実 感 を さ らに

高 め る よ うに す る。

② 展開例

導

入

展

開

授 業 の 流 れ

。制 作 の手 順 を 説 明 す る。

・物 語 を聞 いて メ モす る。

指 導 上 の 留 意 点

・ワー ク シー トの利 用 法 に つ い て説 明 す る
。

糞 鮎土で

狂・一 可

_;_夢 辱 ρ1・

で

寧
雛騨鰭 一欝繁,

i ト_」
五鮎雛 赫 鷺

耀倦 隠竃
乙

墜く趣
3E1ii.示

・上・1

癒

魎 。臥慮 夢レ竃09セ ■=り

組 書氏名

r

}

メ

・ア イ デ ア ス ケ ッチ

・ア イ デ ア ス ケ ッチを もと に構

想 を 練 る。

・班 で イ メ ー ジを 統 一 し作 業 を

分担 す る。

・材 料 、制 作 方 法 を工 夫 し制 作

す る(粘 土 、ベ ニヤ板 、針 金 、

糸 等)。

・着 色 す る 。

爽輪 尾嚇な …購鵜

[
同
]
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・完成作 品の感想 を書 く

・作品を展 示 し鑑賞 す る。

爽

.鳥鞄 考龍 墨 》毒 ρ

鵜//凄 ぴ醜

1繍{恥 ・il＼画 一

〆

・毎 時 間 ご とに ワー ク シー トに記 入 し提 出 させ

る。

③ 学 習 の成 果 と課 題

ワ ー ク シー トに関 す るア ンケ ー ト結 果 を み る と 「ア イ

デ アが す ぐに浮 か び ま す か」 の問 に対 して ワ ー ク シ ー ト

を使 用 した こ とで 「とて も浮 かぶ 」 と答 え た生 徒 が1%

か ら11%に 増 え 、発 想 を 引 き出す 手 掛 りと な った 。 他 の

質 問 に も約70%の 生 徒 が効 果 を感 じて い ると答 えて い る。

(グ ラ フ参 照)

しか し、 今 回 の ワ ー ク シー トで は美 術 を もっ と も苦 手

と感 じて い る生 徒 に は効 果 が得 られ なか った場 合 もあ っ

た。 今 後 シー トを 考 え る場合 、 さ らに生 徒 が 自由 に進 度

を変 更 で き る要 素 も大 切 で あ る。
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IV授 業 テ ー マ ー2「 生徒 の コミユニケー シ・ンを活発 にす る鑑賞の授業の工夫 」

躍 　 灘 剥.・

島…

　 。灘

§

愈蓬 騰

. 、 麟

擁

撫

、詳
タ

甥
〃
麟

儀

婦

。享

1研 究テー マ設定の理 由

これ までの鑑賞 の授業で は、知識理解が、教 師主導型 の授業 にな りがちであ った。 また生

徒 が意 欲を もって活動がで きる場面 も少 なか った。鑑賞 の授業 で大切 な ことは、生徒が一 人

一人 が美術 作品の よさや美 しさ
、お もしろさを 自分 の感性 で感 じとり、 自分 の味わ った感 動

や課題 をお互 いに表現 しあう中で、友達な ど他者 と共感す ることが重要 であ ると考え る。 そ

こで本研究 にお いて は、他者 との理 解 し合 うたあの コ ミュニケー ションに視点 を あて研究 を

進 め ることと した。

2研 究の仮説

(1>美 術館 な どで実際 に本物 の美術作 品を鑑賞す る ことによ り、生徒 は意欲 を もって作品 を

鑑賞す るよ うにな る。

② 生徒が 自 ら鑑賞 した成果 を発表 しやす い方法で、発表 させ ることによ り授業 の充実 感 が

高 まる。

(3>言 語以外 に も書 く、描 く、踊 る、歌 うなど様 々な ものを設 定す ることで、 よ り多 くの鑑

賞 の方法が期待 で きる。

3仮 説 検 証 の 方 法

生 徒 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを一 人 が 何 回発 表 した か 、 どの よ うに伝 え た か な ど に分 け て 、

鑑 賞 カー ドの 内 容 や グ ル ー プ活動 、 鑑 賞 会 で の発 表 の様 子 か ら検 証 す る。
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授業研究 一(1)「 現代美術館 に行 こう」

導入説明

鑑 賞

コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン

発 表

まとめ

(1)指 導 のね らい

① 現代美術館 を身近 な もの と感 じさせ る。

② 現代美術 の作品 が多様 な表現 である ことに気付かせ る。

③ 鑑賞 の成果 を様 々な方法 で発表 させ、友達 に伝えよ うとす る態度 を育 て る。

② 展開例

(東 京都現代美術館 にお ける鑑賞授業)

1945年 以降 の美術作品 が展示 してあ ることを伝 え る。

1鑑賞 カー ド配布1

現代美術 にっいて 今まで感 じた ことを記入 させる。

1鑑賞 す る観点1

心 に響 く作品、ふ しぎな作品、理解で きない作 品

美術館見学

ゾ 噸灘
ぼ モゆム 撫

鑑 賞 カ ー ドを も とに グル ー プで話 し合 い発 表 の原 稿 を ま とめ る。

心 に響 く作品、ふ しぎな作品、理解 しに くい作 品を発表 させ る。

r

鑑賞カー ド1

(1年 の観点)

ア 音 を感 じて しまう作品

イ 温度を感 じて しまう作品

ウ 匂いを感 じて しま う作品

工 人間生活を感 じて しま う作品

オ 理解 しに くい作品

r-一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一r

鑑賞カー ド2

(2年 の観点)

ア 戦後の暗さと抑圧を表す作品

イ 今 までにない表現を求 めた物

ウ これは芸術ではない物

工 機械文明の贈 り物

オ この部屋はなぜ暗いのか

卿

懸細

鑑賞カー ド3

(3年 の観点)

ア 作品の第一印象

イ 他の作品を鑑賞

ウ 作者 にっいて

工 時代性にっ いて

オ 新 しい考 え、表現
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(3)成 果 と課 題

① 鑑 賞 の観 点 を 提 示 す る こ とで 、作 品 を よ く観 察 し味 わ お うとす る意 欲 を引 き出 せ た 。

② 現 代 美 術 に対 して生 徒 の 不安 感 を減 ら し、美 術 館 を身 近 な もの と感 じさせ る こ とが で き

た。

③ 鑑 賞 カ ー ドの工 夫 や グ ル ープ発 表 を取 り入 れ る こ とに よ り、 生 徒 間 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ

ンが 活 発 とな り主 体 的 に作 品 と接 す るよ うに な っ た。

④ 発 表 に っ い て は、 自分 の考 え を うま くま とめ る こ とが で きず 、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの 内

容 の 高 ま りが見 られ な い生 徒 もで て きた。

授 業研究 一② 「美術館 で鑑賞 した作品 を再現 しよ う」 ～グループ模写～

(1>指 導 のね らい

① グループ模写 を通 じて鑑賞 の授業 での コ ミュニケー ションを活発 にさせ る。

② 授業 の環境 や形態 を変 え る事 によ り鑑賞 に対す る興味関心 を高め る。

③ 作品 を鑑賞す る際 の多様 な鑑賞 の観点を理解 させ る。

(2}展 開例 〈3年 選択授業 ・全7時 間〉

授業の内容 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 様 子

① 単元 の説 明 〈1時 間〉

・鑑 賞 とは何か考え る

・作 品を鑑 賞す る際 の視点を学 ぶ

(主 題 、色彩、構図、等)

・美 術鑑 賞 に興 味 関心 の な い生 徒

ク ラ スの約30%(事 前 ア ンケ ー トよ り)

② 美術館鑑賞 〈1時 間〉

・国立西洋美術館(上 野)で モネの

「陽の あたるポプ ラ並木」を鑑賞

・鑑賞 カー ドに具体 的な言葉 を用 い

て感想を書 く

・小 グループに分

かれて感想を語

り合 いなが ら館

内を見て まわ る

一_n-1闘懸國
1
圏 鰯

〈興味深 げに鑑賞 中〉
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③ 模写 のグループ分 け 〈1時 間〉一

・モ ネの 絵 の感 想 を発 表 しあ う

・鑑 賞 の観 点 が同 じ もの が 集 ま

り模 写 の グ ル ー プを っ くる

・各 自の感 想 を書 いた カ ー ドを見 て グル ー プ分 けの

提 案 を す る。

・「鮮 や か な色 彩 」 班 、 「明 るい色 彩 」 班 、 「構 図 」

班 、 「表 現 」 班 、 「印象 」 班 の5班 に分 か れ る

〈カ ー ドで グ ル ー プ 分 け

④ グループ模写 の制作 〈3時 間〉

・複 製 画 や 資料 等 を見 ず に第 一

印象 を も とに模 写 をす る。

・班 内 で コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを

と りな が ら共 同制 作 をす る

。画 材 や表 現 ・技 法 は班 で統 一

した イ メ ー ジを表 現 しやす い

ものを 選 ぶ

⑤ 作品の鑑賞 〈1時 間〉

・出来上が った作品 を鑑賞 しあ

う

㌔

謬

蛎
象

勲

　窮
齢

罐網

レ
画

≒

臨

欝

物

働
轟
鴇
蝉
轟
露
讃
、
謬
撫
、

ざ
燐野

ビ
な

・「空 の色 は もっ と明 るい青 だ よ 。」 等 、活 発 に話 し

合 いな が ら模 写 の制 作 を す す あ る

〈にぎやか な制作〉

・班 と して一 番 表 現 したか った点 を 発 表 す る

・他 の班 の作 品 に対 す る感 想 を 述 べ る

・「美 術鑑 賞 」 を楽 しい と思 った生 徒

ク ラス の約90%(事 後 ア ンケ ー ト)

(3}成 果 と課題

■ 鑑賞 の観点 が同 じものが集 ま った小 グループによ る共

同制作(模 写)を 行 う事 によ り生徒 の発言回数 は従 来 の

鑑賞授業 よ りも増大 し、発言 の内容 も意欲的な もの、 よ

く考え た ものが多 くな り、 コ ミュニケーシ ョンを活 発 に

させ るとい う点 ではかな りの成果が上 が った。

■ 本物の作品 に触 れる事 によ り自発的に作品 について調

べ た り、他 の美術館へ友人 と行 くようにな るな ど鑑賞 に

対す る興味関心が高 ま った。

■ 共同制作 のため個人 の感 じた事 を全 て作品 中に表現 す

る事 がむず いか しい場面 もあった。 これをど う克服 して

い くかが今後 の課題 である。 〈「構図班」 の完成 作品〉
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授業 研究 一(3)「 校外 に設置 した現代美術作品 を鑑賞 しよ う」

(1)指 導 のね らい

① 海岸 に設置 した現代美術の作品の鑑賞 を通 して、机上 で制作 した作品 との違 いを感 じと

りなが ら美術表現 に対す る視野 を広げ る。

② 自分 の感 じたことを伝え る方法 を工夫 しなが ら発表 し、お互 いの発表を認 めあ う態 度 を

育成 す る。

(2)展 開例(8時 間扱 い)

指導の流れ

○は時数

導 入 ①

制 作 ② ～④

鑑賞準備⑤

設 置 ⑥

学 習 活 動

○教師の支援 ☆評価の観点
コ ミュニケー シ ョンの様子 や内容

VYRに て現代美術 の作品を

鑑賞す る。

○ もし海岸 にあ った らど うか

を想像 しカー ドに記入 させ る

☆ カー ドに丁寧に記入できたか

実際 にある現代美術 の作品を

参考 に して共 同制 作 をす る。

○流木の面 白い形を利 用す る

など作業の効率化を図 る。

☆協力 して制作で きたか。

中 庭 に作 品 を 設 置 し鑑 賞 カ ー 醸

ドに記 入 し発表 の準 備 をす る。

○ 観点 や コミュニケーションの方

法 を設定 したカー ドを使用する。

☆ カー ドに記 入 しな が ら発 表

の方 法 を考 え た か 。

VTR鑑 賞 中 の 発 言

何 これ?面 白 い じゃ

な い、 よ くわ か ん な

い。etc

カ ー ド の 内 容

異 次 元 み た い 、y.,,,

迫 力 が あ る 、

シ ュ ー ル だ!etc

ゲー ジツ(芸 術)は

爆発だ あああ!

ウうf制 ほ ゐζしほ 話亀τ"i,

__..。_。 鰍潜 勉襯 瓢鉱

海岸 に設 置す る。

鑑賞発表会⑦

第一 印象 を述 べ る。

○一言 で も良 いか ら気楽 に述

べ発表 に向 けて雰囲気を和 ら

げる。

感 じたことを発表す る。

○単 に順番通 りで はな く生徒

の反応 をみてお こな う。

☆感 じた ことを工夫 して伝 え

鑑 賞 カ ー ド

や っぱ り不 思 議 で も妙 に海 岸 に マ ッチ して

い る、波 の音 が いい、時 間 が止 ま った感 じ、

流 木 が生 きて い る、 ミス テ リー!儀 式 の 跡

み た い 、摩 か 不 思 議 ・・etc

鏡 に空 が映 って いて 別 の世 界 み た い(BG

Mを か け なが ら述 べ る)、 流 木 を 持 ち 「古

の闇 に眠 り し悪 し き怪 物 よ 、時 は きた 、 今.

こそ漆 黒 の地 の底 か ら我 が 下 僕 とな りて 復 、
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よ う と したか 、 友 達 の 発 表 を

よ く聞 け たか 。

壁嬉

ま と め ⑧

轟

纏,

謙

現代美術 を振 り返 り感想 を述

べ あ う

彙継 罫都の黛衛 鍵2態1
らい こ とす べて の過 去 に さ よ うな ら、 今別

譲れを告 げ扉 を開 ける」を読 む(大 拍 手)、

聴覚(石 などを たたいて)で 感 じた ことを

皿伝 え る(大 拍 手)、 この 扉 か ら悪 魔 が 出 て

きそ うといって実際 に悪 魔の面をかぶ る …
,::r

etc

難

発表の様子

(3)成 果 と課題

鑑 賞の観点や発表 の内容を具体的に示 した ことで一度 も発言 しな い生 徒 はな く、 コ ミュニ

ケ ーシ ョンの量 は確実 に増え、その内容 もことばで表せな いことを何 とか伝え よ うと自作 の

詩 や音、行動 などで表現す るな どの工夫 がみ られた。今後 は感 じた ことを伝え あ う体験 を さ

らに積 み重 ね、鑑賞 の能力を高めて いきたい。

難 欝 鱒
薪欝 ＼
熱雛

瀦"衝 ㌘ 隔
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V研 究 テ ー マ ー3「 自己評価 カー ドを使 った励 ま しの指導の工 夫」

1研 究 テーマ設 定の理 由

今 までの美術 の授業 で は、作品 としての完成度 を重視す る傾向が強 く、一人一人 の生 徒 が

制 作過程で もっ課題 や悩 みに教 師が的確 に こたえ られず、その ことが美術 に対 して の苦 手意

識 となるの ではないか。教 師が生徒 の課題 や悩みを的確 に把握 す るに は、 自己評価 カー ドを

利用 し、一人一人 の生徒 に応 じた励 ま しの指導を充実す る必要 があ ると考 えた。そ こで本 研

究 において は、生徒一人一人の もっ課題や悩 みを的確に把握 し、それにこたえ る自己評価 カー

ドのあ り方 にっ いて研 究す ることに した。

2.研 究 の 仮 説

(1}自 己評 価 カ ー ドを有 効 に使 う こ とに よ り、 生 徒 が 自分 自身 を よ り深 く見 っ め、 自分 の よ

さを 見 い だ し、意 欲 を高 め た り、多 様 な表 現 を 引 き出 す き っか け とす る こ とが で き る 。

(2)自 己 評 価 カ ー ドの記 入 を繰 り返 す こと に よ って 、生 徒 は 自分 自身 の 中 に 今 まで 気 付 か な

か っ た長 所 を 見 い だ した り、 ど の よ うな 方 向 で制 作 を進 ま せ れ ば よ い の か 明 らか に す る こ

とが で き る。

3.仮 説検証 の方 法

■ クロッキーのよ うに、繰 り返 し同 じ課題 に取 り組む場合

①授業 を重 ね るごとにその内容 の レベルを上 げて い く形式。②毎授業同 じ内容 で、 一 生

徒 の変容 によ り記入 され る項 目が変 わ って い く形式、の2種 類の カー ドのどち らか を用 意

し、 どち らの評価 カー ドによ って も、同 じ課題 に繰 り返 し取 り組 みなが ら、制作 の姿 勢 や

自己評価お よび、 その生徒の作品 の変容 を見 ることで仮説 の検証 がで きる。

■ い くっかの制 作行程を経て作品完成に至 る課題 に取 り組 む場合

各行程 ごと、 または授業 ごとに、生徒 の取 り組 み と、その時点 での作品 に対 す る 自己評

価 とそれに対 す る教 師の ア ドバイスを積 み重 ねていき、その評価 カー ドの内容 の変 容 か ら

仮説 の検証 がで きる。
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授業研究 一1「 人物画 ・クロ ッキー」 での自己評価 カー ドの活用

(1)指 導 のね らい

① 「自己評価 カー ド」 を使 うことで、 自分のよ さを発見 し、 自己表現 の工夫を させ る。

② 絵 画表現 に関心 を もち、意欲的に制作 ・表現 に取 り組 ませ る。

② 展開例

▼生 徒の学 習の流 れ

。授 業 の概 要 を理 解 す る。

・鉛 筆 に よ る人 物 ク ロ ッキー 。

(友 達 を モ デ ル に して描 く)

▼ 自 己評 価 カ ー ドに よ る指 導 の ポ イ ン ト

入

開

-

導

展

・自己 評 価 カ ー ドの 記 入 0

・自己評 価 カ ー ドにつ い て の説 明 。

・自己評価 カー ドへの教 師の評価記 入

開

H

展 〈作 品 と 自 己評 価 カ ー ドの返却 〉

・本 時 の 目標 を は っ き りさせ る

・コ ンテ鉛 筆 に よ る人 物 ク ロ ッ キ ー 。

(友 達 を モ デ ル に して 描 く)

・自己評 価 カ ー ドの記 入 0

・生徒 自身 の 自己評 価 を考 慮 し励 ま しの

意 味 での教 師の助 言 を多 くす る こ とで

次 の制 作へ の意欲 にっ なげ られ るよ う

にす る。

・自 己 評 価 カ ー ド① ② を 使 って 前 時 と の

変 化 や次 回 の 目標 を は っ き り させ る。

・自己評 価 カ ー ドへ の教 師 の評 価 記 入

開

皿

展 〈作 品 と自 己評 価 カー ドの返 却 〉

・「友 達 を 描 く」 の デ ッサ ン。

(隣 の人 と ペ ア を組 む 。)

・構 図 を考 え なが ら、友 達 の表 情 や特

徴 を と らえ る よ うに デ ッサ ンをす る

・自己 評 価 カ ー ドの記 入 ③

〈作品 と自己評価 カー ドの返却〉

・水彩絵 の具 による人物着彩

・資料を参考 に表現方法 を考え る。

・自己評価 の項 目で は、技 術 的 な評 価 を

多 くす る ことで ステ ップ学 習 的 な面 も

取 り入 れ教 師 の助言 も生 徒 の意 欲 向 上

にっなが るよ うに心 がけ る。

・自己評価 カー ドへの教 師の評価記入

展開

展 開 ・本制作

・ク ロ ッキ ーか らデ ッサ ンへ と制 作 が 移

る こ とで 、 ね らい も変 化 して い る こ と

に 気 付 か せ 、 絵 具 で の 彩 色 に ス ム ー ズ

に移 れ るよ うな助 言 をす る。
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甲

整理 〈合 同鑑 賞 会 を 行 う〉

・そ れ ぞ れ の 作 品 の よ さを 知 る。

・い ろ い ろ な表 現 方 法 を知 る。

・ま とめ 自己 評 価 カ ー ドの 記入 一 ④

・完成作 品 や 自己評価 カ ー ドな どを通 し

て本題材 の評価を行 な う。

・自己評 価 カ ー ドー④ にっ いて は 「人物

画」 の制作 過程 全体 を通 した 自己評 価

を行 う。 これ は次 の題材 の意 識 付 け で

もあ る。

資料一①

自 己 評 価 カ ー ド 『 ク ロ ッ キ ー 』 No.■

1、 今 日の クロッキーをふ り返 って考えてみ ましょう。(下 の記号をっけてみよ う)

◎ ・とても良 くで きたO・ 良 くで きた △ ・ふっ う ▲ ・あ ともう一歩だ

① 絵が完成 しました。

0 モデ ルを良 く観察 しました。(じ っくり見 ましたか)

0 モデルに似てい ました。(特 徴をあ らわせたか)

0 描いてい て楽 しか った。

⑤ 自分の絵 に集中 して描 けました。

⑥ 構図(画 面への絵の入れ方)を 考えて描 きました。

⑦ 線を工夫 して猫 きました。(線 の強弱)

⑧ 大 きさの ことを考え て描 きました。

0 形を正確に描 けました。

⑩ 自分の絵に満足で きましたか。

〈以F略 〉

資料一②

自 己 評 価 カ ー ド 『 ク ロ ッ キ ー 』 No2

1、 今日の クロッキーをふ り返 って考えてみ ましょう。(下 の記号をつけてみよ う)

◎ ・とて も良 くで きたO・ 良 くで きた △ ・ふつ う ▲ ・あと もう一歩だ

0 自分の目標を意識 して描け ました。

② 全体のバ ランスが取れま した。(頭 、体、手、足の大きさ)

③ モデルを じっくり観察 して描 きま した。

④ 立体感が描け ましr。

⑤ コンテ鉛策を うまく使えま した。

⑥ モデルの特後をよ く表現で きま した。

豆
⑧

構図(画 面への絵の入れ方)を 考えて描 きま した。

線 の表現を工夫 して描きま した。(線 の強弱)

⑨ 一本・・一本の練 に心をこめて描 きま した
。

⑩ 自分の絵 に満足できま したか。

〈L',1下 略 〉

盤乳1藁

ぐ鶴㌶∴
㌍ ゲ,i」環3

〆 手づ71測

藤
〔

,'

(3)成 果 と課題

美術が苦手 な生徒 に とって、技術 的な面 だけで評価す ることは制 作意欲の低下にっながる。

生 徒の 自己評価を受 けて、教 師が励 ま しの指導 ・助言を行 うことで、生 徒 自身が 自分 の良 さ

に気付 き、 自信を もって描 いて い くよ うになる。 しか し、課題 と して は技 能的 に レベルの高

い生 徒や、反対 に理解す るのが精一杯 の生徒 にっ いて は、短期 間で はなかなか効果が上 が ら

なか った。 その焦点 の絞 り方 にまだ研究の必要 があ る。
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授 業研究 一2木 版画 「友達 を描 く」

(1)指 導 のね らい

① 頑張 りカー ド(自 己評価 カー ド)を 利用 し、 よ りよい作品作 りに向 けて努 力 させ る。

② 友達 の様子 をよ く観察 させ、人物 の表現 に興味を もって取 り組 ませ る。

③ 木版画 の特徴 を理解 し、道具の正 しい使 い方 を身 に付 けさせ る。

② 展 開 例

〈生 徒 の活 動 〉

人 物 画 の練 習 一 〈ク ロ ッキ ー〉

ク ラ ス全 員 で 、1人 の モ デ ルを描 く。

i人20分 程 度

く自 己評 価 〉

〈指導 の内容〉

・時 間 内 に 、 全体 を把 握 で き る よ う

に描 く。

・消 しゴ ムを 使 わ な い。

・自 己評 価 へ の メ ッセ ー ジ

版画の鑑賞
一色刷 りの版画作品 を用意 して 、鑑 賞 させ る。

多版 多色の版画 も用意す る。

ペ アを 決 め て 、互 いに デ ッサ ン

① 下 絵 の下 絵

30×45の 大 き さ の画 用紙 に 、 し っか りと デ ッ

サ ンす る。

背 景 を描 き入 れ る。

〈頑 張 りカ ー ド〉 ①

② 下 絵 の清 書

画 用紙 に描 い た上 に、 版 下 用 紙 の スベ ス ベ な

面 を上 に して のせ 、写 しす る。

・木 版 画 の特 徴 の説 明 。

・上半 身が入 る位 の大 きさにす る

よ く見 て描 く

・頑 張 り カ ー ドへ の メ ッ セ ー ジ

・ マ ス キ ン グ テ ー プ を 用 意 。

版 画 を イ メ ー ジ して 、下 絵 作 成

筆 を 使 って 、線 を 強 調 す る。

黒 い面 を 作 る。

〈頑 張 りカ ー ド〉 ②

・墨 汁 を用 意 。

彫 る

① 板 に、版下用紙を裏返 しての りで貼 る。

② の りが乾 い た の を確 か めて か ら、彫 る。

・の りを水 で 薄 め て 、 刷 毛 で 塗 れ る

よ う に用意 す る。(板 に塗 る)

・彫 刻 刀 の 種 類 と使 い方 の説 明

(平 刀 、丸 刀 、三 角 刀 、切 り出 し)
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一 彫 る

① 彫 り終 わ った らロ ー ラ ー で イ ン クを っ けて 、

版 画 用 和 紙 にバ レ ンを使 って 刷 る。

② 試 し刷 りを して み て 足 り な い と こ ろ を 彫 る。

③ 最 終 刷 り。

〈頑 張 り カ ー ド〉 ③

・版 画 紙 を湿 らせ て
、 新 聞紙 の 閤 に

は さん で お く。

・よ りよ い物 を作 る。

・きれ い に刷 るよ う心 掛 け る。

(3)成 果 と課 題

生 徒 の意 欲 を 引 き出 す た め に 、授 業 の 中 で の励 ま しの言 葉 が 必 要 な の は当 然 で あ るが 、 す

べ て の生 徒 に十 分 に 伝 わ って い るか ど うか を判 断 す る こと は難 しい。 そ こに 、 自 己評 価 カ ー

ドを使 って 、必 ず教 師 か らの メ ッセ ー ジを加 え る こ とで、 自分 の課 題 と と もに、 い く らか の

よ い と ころ を 見 付 けて も らえ る喜 びを もて る もの と確 信 した。
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「自己評 価 カー ドを使 った人物画 の授業」

(1}指 導 のね らい

① 自己評価 カー ドを使 って 自分 の作品 をふ りかえ りなが ら人物画を描 く。

② カー ドに適切 な ア ドバイスや励 ま しの言葉を いれ なが ら、意欲をわ きた たせ る。

③ 自分 の気付 かなか った点 に気付 かせ る。

(2)展 開 例

下描 きを開始 す る。 顔 の多 様 さに つ いて

考 え させ る。

顔 のっ く りに っ い て理 解

を深 め たか 。

友 人 の顔 を ク ロ ッキ ー 実 際に描 いてみ ると

どんな感 じがす るか。

見 るの と描 くの との違 い

を感 じたか 。で 描 く・1

【

ク ロ ッキ ー に っ い て 自己評 価 カ ー ドを記 入 す る
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下描 きを開始す る。 画面 に上半身以 上入 れ る

ポーズを工夫 させ る。

下描 きにっ いて カー ドを記入す る(2～3回)

・友 達 の雰 囲 気 が っ か め て い

るか 。

・形 の把 握 が ほぼ で き たか 。

下描 きの完成

着彩する

固有色 の考え をすて させ 、

い ろいろな色 を発見 させ る

多少 の失 敗 は気 に しな いで

人物 の感 じをっか む ことを

重点 にお く

着 彩 につ いて カー ドを記入す る(4～5回)

・自分 の感 じを 大 切 に し て

色 が ぬ れ たか 。

・あ き らめず 、 追 求 した か 。

・仕上 げ の満 足 感 が あ るか 。

着彩の完成

鑑賞会

自分 の絵 にっ いて うま くい った と

思 う点や反省 点 を カー ドを参考 に

しなが ら発表 し合 う。

友人 に もいろ いろな意見 を言 って

も ら う 。

。友 人 の 意 見 、 教 師 の 意

見 が 参 考 に な った か 。

・友 人 の 作 品 の よ さ に っ

いて 味 わ え た か 。

カ ー ドの 例

嘲 已A儒 カ ー ド
「象Aの 剛 聞
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(3)成 果

・自己評 価 カー ドを使 う こ とに よ り生 徒 が 自分 の制 作過 程 を み っ め るよ うに な った 。

・自 己評 価 カー ドを通 じて教 師 と生 徒 相 互 の コ ミュニ ケ ー シ ョ ンが増 え た 。
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